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関 150 局にのぼる（cf. 近藤，2000）。 
筆者らは，この SCS を利用して，「教育実践研究」の
あり方や方法論をテーマとした大学院の遠隔共同授業を






































































図 1 授業風景の録画記録 
 
図 2 授業用 webページ 
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表 1 各回の授業内容の例 
回 主担当者 授業内容の概要 





た。その後，現職院生による 2 件の研究事例の発表とその検討が行われた。 
3 正 司 【教育工学的アプローチによる実践研究の方法】学習環境システムの開発研究の進め方を例としながら，教育実践上の課題
を学習科学の視点から分析的に捉え，実際の授業設計・実践に生かせるシステム開発を行うという，教育工学的アプローチ
による授業開発研究の方法について論じた。その後，現職院生による 1 件の研究事例の発表とその検討が行われた。 
4 伊 東 【英国のナショナルカリキュラムに学ぶ科学教育プログラム】英国のナショナルカリキュラムについて解説し，その制度に
沿った科学教育の内容に関する学習プログラムの提案により，系統的なカリキュラムのあり方とその開発法の一例を示し
た。加えて，高等学校の物理の授業を対象とした実践研究事例を報告した。 
5 南 部 【授業改善の具体的方策を創出するための実践的研究の一方法】教育実践研究の進め方として，問題状況の把握と記述，研
究目的の具体化，問題への改善方策の検討及びその影響の評価，実践の場での省察と追求等の具体的方法について，自らの
研究を踏まえつつ主に教育工学的な観点から論じた。その後，現職院生による 2 件の研究事例の発表とその検討が行われた。 
6 梅 澤 【教育実践研究方法論─「実践的認識」とは─】実践的認識の概念を軸に，自身が小学校教師であった頃の具体的な授業に
対する省察，経験の蓄積によるその変化と実践への影響を事例としてあげながら，理論と実践の関係，並びに実践の場で実
践者自身が行う教育実践研究のあり方や方法論について論じた。 
7 川 上 【人間科学における研究方法と教育実践研究のあり方】人間科学としての教育実践研究を念頭に，「知見の共有化」を重視
したデータ収集・分析の方法について演習を交えながら検討し，教育実践研究に備えるべき特徴や望まれる方向性について
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校現場の研究における“共有化”の必要性の認識，実践
と理論の関わりを重視する姿勢とその具現化への意識，
といったかたちとなって現れていた。そのような「実践」
と「研究」との関係に関する考察が，さらに，大学院で
学んだ研究方法論を他の教師と共有し研究の推進に努め
ることや，専門家と連携した研究組織づくりへの貢献と
いう，学校において自らが今後果たすべき役割の具体
化・意識化につながっていったと思われる。 
なお，このような成果は，本授業が SCS を利用して複
数の大学を結んだことにより，専門的立場の異なる授業
者から教育実践研究への多様な視点やアプローチを提供
することができたということに加え，それぞれの現職院
生によって授業の場に持ち込まれた様々な実践の経験と
それへの省察が，授業内容と対照されて，受講生の間に，
また一受講生の内に，有意義な議論を生んだことにも起
因するものと考える。遠隔教育では，SCS をはじめとす
るメディア自体の特性及び遠隔共同授業に特有の可能性
や条件を，そのような有意義な議論を生むための教育方
法（学習環境，授業展開）の中に仕組んでいくことが重
要であるといえよう。 
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